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授業研究と教師の成長  

l」本女了一大テ敦授 澤 本 和 子   

筆者が授業研究を始めたのは，とても単純な動機に  

よる。それは授業が下手だったからである。そして自  

分で自分の授業をふり返る研究を始めた。これが今日  

の「授業リフレクション研究」となった（ユ   

授業リフレクション研究では，自分で自分の授業を  

ふ折返る「自己リフレクション」を人切にする。そし  

て，イlい間や専「、■1の研究者と意見交換する「集団リフレ  

クション」と，信輔できる聞き1L（メンターmentOr）  

と意見交換する「対話リフレクション」も使う。ふり  

返りの最後は，自己リフレクションでまとめ，もし次  

に同じ授業をするとしたら，どこを，どう改善するの  

かを明らかにする。これを再設計といい ，重視する（つ   

ひとりで始めた研究だったが，幸い素晴らしい先輩  

や仲間に恵まれ，今は東京都，山梨県や神奈川県など，  

各地に志をl司じくするネットワークが育っている。研  

究を進める過程で，子どもの話を的確に受け止めると  

ころに，授業における教師の役割があることがはっき  

りした。そして，教帥のコミュニケーション能力と，  

人間理解能力，文化財（教材）を理解する能力の三つ  

を，個々の子どもの発達を中心に組織する力が，教師  

の授業実践力の柱になることが明らかになった。   

教材研究も，指導案作成も，生きた子どもに引きつ  

けて，生きた「知」を求めて教室で語り合うための努  

力であり，教室でなければ生み出せない「加」を創造  

し，「感受件」を磨くための努力の一部である。教師  

は教室でJ二一どもと向き合い，兵剣勝負をする。 子ども  

も本気で，考え，工夫し，打ち込む。そして子ども同  

士で磨き合い，助け合い，学ぶ喜びを分かち合う。そ  

の緊張と熱中を経て，学ぶ喜びや学ぶ努力の甲斐があ  

ると感じられるようにする。こうした「確かな学び」  

の手ごたえを，教師が子どもと協力して教室の学びで  

保証することで，学校は来る甲斐のある場となり得る。   

筆者の授業研究体験は，授業研究者としての鍛錬と  

いう意味に加えて，素晴らしい教師たちとの出会いと，  

人生の宕といえるネットワークの形成という贈り物を  

与えてくれた。イギリスやカナダのアクションリサー  

チを進める教師たちと交流すると，不思議なことに，  

彼らも同意見である。絆は海外にも広がっている。  

1－－   



研修講座だより（3）  

情報教育講座  

缶塵◎畠田  碍曽0㈱曽  
可部南小学校教諭 升本公子  

己斐上中学校教諭 和泉秀夫  
プレゼンテーション能力の育成と情報教育の実際  

忠盛⑳囁冒－－－－－－－－－－－－－－－－－－一   

現行の予習指導要領では，道具としての情報機器の活用と情報活用能力の育成  

が求められています。本講座では「プレゼンテーション能力の育成」に焦点を  
当てた授業と尖践事例の紹介を行いました。   

可部南小学校では，第6学年の児童が2イ巨間の反別計l叫に某づいて，第5学年  
から似島′ト字校との交流学習を行っています。2年目に当たる今年度は，交流の  

まとめとして，同語の「ニュース番組を作ろう」の単元を発展的に取り扱い，テ  
）∧哲・ レビ会議等を用いて実施しています。講座では，両校の児竜が作成したニュース  

番組を交換し，意見交流を行う場面を公開していただきました。児童は役割分担をし，事前に台本を作っ  

てテレビ会議を行いました。「言葉のキャッチボールをしよう」を合い言葉に，児童は「相手の訪をしっ  
かり聞くこと」，「質問の想定をしておくこと」，「周りにいる人がアドバイスをすること」などの目当てを  
明確にして取り組みました。〕この実践で行った相手意識を持った情報の伝達を通して，児童の表現ノ」の広  
まりを実感し，どのような内容にし，どのような表現方法をT夫すれば，よりよいニュース番柵となるの  
かについて理解が深まりました。   

己斐上中学校では，生徒の実態を踏まえ，技術・家庭科の「情報とコンピュータ」の領域の仝35時間の  

指導の中に，受け手の状況を踏まえて情幸lほ発信・伝達するノ」を高める10時間の指導を位置付けています。  
次のような指導の流れに基づいてノ夫施した，10時間の指導について党衣が行われました。  

．、主l主ょl   相 互  
評 価  
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情幸帽り造に対  
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情報の  
創 造  

情報の  
受け止め  

テーマ  
の設定  再構成  

題材が／卜徒が発信したくなるような題材である必要があるため，「小学6年生に「†1学校のことを知って  

もらおう」としたこと，さらに情報の創造の際には，表現方法をある程度限定し焦点化して，／巨徒が見出  
した観点を去に相互評価を行うことが有効であること，実際に発信する場を持つことが重要であること等  
の説明がありました。協議では，各校種の実態を踏まえた活発な意比交扱が行われ，情事Ii数台とは何なの  

かについて認識を深めることができました。  

山・中学校特別活動講座  

缶塵◎畠田  摂白奇  

毘沙門台小学校教諭 新宅祐子  

口田中学校教諭 山村健一  

セルフ・エステイーム（自尊感情）の育成と  

学級活動の授業づくり  

忠盛⑳囁冒－－－   

上記⊥題のもとに，指導の実際ということで毘沙門子†小学校と口H中学校において授業を公開していた  

だきました。毘沙l■り千丁′ト学校の授業では，「ピカリ！見つけた！白分やあなたのいいところ」と越して，  

自分以外の他者・モノ（例えば，友人，家族，鉛筆，机，登り棒，ピアノなど）の立場から自分の向上し  
たところを見つけ，自分に手紙を書き，互いに発表し合う という活動を取り入れられました。それは，  
①自分で自分の長所を引き出す，②他者から自分のいい部分を教えてもらう，③自分の弱さや欠点を自分  
の一部として認め受け入れていくとともに自分の長所を生活に生かす，という山己肯定の段階を指導計l叫  
のrlり二意図的・段階的に机み人れて展開されたものでした。  

口け川1学校の授業では  合唱コンクールでの収り組みを題材として取りl二げられました。それは，自ら  
が「頑張れたこと」，「あと一歩のこと」など今までの自分の姿を振り返る  
ことや，他者から「頑張り」を認められることでこれまで気付かなかった］  
分にも気付くことによって，自己受容や自己理解を進め，自Lのセルフ・エ  
ステイーム（自尊感情）を青むことをねらいとしたものでした。   

また，それぞれの実践は学級活動における評価規準や観察・芋粥プリント  

などの評価方法を用いて，「関心・意欲・態度」「思考・判断」「技能・表現」  

「知識・理解」の四つの観点から個人や集川の変容を比取って教師の支援の  

し、∴←  
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10－12日lこ実施した研修（一部）の借雫をまとめました  

幼稚園教育講座  
忠盛⑳畠国  宙 師  

広島大学附属幼稚園  
副 園 長  

米神博子  「人間関係」の保育の充実と遊びの場面での支援  

ー 田塵◎磁冒－－－－－－－－  

「単なる集団的適応や，人とうまくつきあう方法の獲得ではなし  」
関
 
 

■
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これは，「『人間関係』のねらいを，どのようにとらえるべきか‘？」という「人   
の保育を創造するうえで根幹をなす，1こ神先生からの問題提起です。先生は，「人と調  
和して人間らしく生きていくための基盤となる力である」と規定されました。   

そして，「友だちとのこま遊び」などの事例をもとに，「人間関係」の保育の允実を凶  

るために必要な教師の役割として，次のような点を挙げられました。  

O「人間関係」のモデルとしての役割…教師自身が自己を十分発揮しながら人と心を通わせる姿を示すこと   

○ よき理解者，共感者としての役割・‥温かいまなぎしで見守り，子どもの思いを受け止めること   

○ よき協力者，支ほ者としての役割…遊びがよっ楽しくなっ「人間関係」が深まるよう，目当てを明確にしたり道筋を示したっすること   

併せて，次の2点についてその重要性を，「ぼくの方からごめんねって言えばよかった」などの事例を  
もとに，指摘されました。一つは，幼児への適切な厄接的なかかわりを通して上記の役割を果たすととも  
に，保育者がかもしだす受容的な雰囲気・態度が重要であること。もう つは，幼児の「人間関係」の  
育つ以下のプロセスや発遥の筋迫をしっかりとらえ支援していくことが丘要であること。   

① 幼児が安定の場を見出している   

② 幼児が安心して自分のやりたいことに取り組んだり，友だちとの出会いを楽しんたっしている   

③ その過程で，幼児がさまざまなことに興味・関心を広げている   

④ 同時に，幼児が自己を十分に発揮しながら友だちと心を通わせる喜びや，思い遣りにならない葛藤を経験している   
先生は，中でも「1ノ」のような幼児ト＝二の密度の濃いかかわり・からみ合いが，上記の「人と調和して  

人間らしく生きていくための基盤となるノ〕「」を育むことに牛きて働き，その場での教師の支援が人きく影  

響する，とまとめられました。  

教 義 講 座  

忠盛⑳畠国  

子 ど も の 詩 の 魅 力  

ーーーーー－－－－－－－－－－－－ 忠盛◎囁冒－－－－－－－－－－－－－－－－－－  

「子ビもの詩の魅力」ということで，J′▲どもの苦いた詩を卜数篇紹介され，詩の内容を一つ一つ解説され  

ましたっJ′一ビもの詩には，動植物をはじめとする有機物だけでなく，無機物を含めた地球上のすべてのも  

のに刈‘して，生命や感情あるものと見なす白巾布放なイメージの拡がりがあり，何気なく読むと，ハツと  

してドキッとさせられる，一切の虚飾を排したストレートな言葉の躍動があるということでした。   

ある作家が川崎先生の詩集を読んで次のように許しています。   

「いくつかの詩を読んで，なぜだか私は泣いてしまった。美化されていない，けれど，  
どうにも美しい何かに触れてしまったためだ。」   

このことは，子どもの言引二は，ノ（人の思いもつかない豊かでバラエ  

ティに富む空想と連想があふれており，このようなイ▲どもたちの自然  
なまっすぐな考え方や気持ちが，読み丁に心の温もりや感劇を与える  

ということではないでしょうかし、   

講演の最後に，川崎先生は自らつくられた詩「たんぼぼ」について  
解説されました。詩の中で「おーい」とたんぼぼに呼びかける場面が  
あり，誰がたんぼぼに呼びかけているのかという質問がたくさん寄せ  
られたそうです。先生のお答えは「詩を読んで自分なりに考えたこと  
が正渦H でした。詩を味わうということは，体全体で詩の世料二興じ  
ることで心を豊かにすることではないでしょうか。   



教育情報  

学校喜平価の充実lヱl包lサたI校内研修  
一組織的lこ   ・要重吉受的lこ－  

ノトー度明確にしておくこと  現れ 各学校が自主性・自作性を発揮し，特色ある  

教育枯動を創造することが求められています「ノ そのた  
めの経営手法の一つとして，「学校評価」制度が導入・  

実施されています。そこで，学校評価の意義について，  

今 ▲度考えてみましょう。  

1 学校評価が充実すると‥・   

学校評価は，児童生徒の学習状況ヤ教育課程の実施  

状況及びその背景（教育諸条件の活用状況）について，  

いわゆる外部評仙を含め，より計画的，組織的に点検・  

評価し，学校における教育情動を充実・向上させるた  
めの経営手法です√ノ   

学校評価が允実することにより ，次のような状況と  

なることが期待できます。   

まずは，   

○ 成果や課題が明確になり，新たな目標が設定できる  

う明確な目標・段階的な目標の設定へ   

○ 新たな目標の達成方法を見通すことができる  

う目的的で見通しをもった改善・充実へ  

そのことで，   

○ 協働性が高まり，協力・連携体制が強まる   

○ 目的意言哉をもった改善・充実であるため，評価を   

行いやすく，充実のスピードが速まる   

○ 教育諸条件をよっ有効に活用でき，児童生徒への   

教育活動（分かる楽しい授業や，心を耕す指導の提   

供など）の質が高まる   

○ 児童生徒等と充実感や達成感などを共有できると   

ともに，教育に携わる者としての自己実現志向が高  

まる   

○ 児童生徒や保護者などの信頼関係を深めるととも   

に，協力・連携体制がより強まる  

これらは「あるべき姿（状況）」ですが，学校評価  

を実際に計画的、組織的に行い，「あるべき姿」との  
間を段階的に埋めることにより，教育活動の質は着実  

にステップ・アップすることができると思います。 

2「総合的な学習の時間」の充実を志向した学校   
評価に係る校内研修例  

（1）校内研修に当たって －必要なこと・もの－  

各単元や学期における「総合的な学習の時間」  

のねらいの重点は  
児童生徒の学習状況を把握する方法は など  

準備しておく主な資料  
児葺生徒の学習や指導に対する成果物・評価物  
保護者ヤ地域什会の方などの計価や声  

指導記録 け旨導の町聞・形態，人材・教材・教  
育機器の活用，活動支援のための経費などJ  

学年会等を利用して検討しておくこと  

・重点としたねらいと学習状況の差→「課題」に  
※その際，学習の成果物や児童生徒の学習や指  

導に対する評価物を参考にする。  
・学習状況を生み出した背景→「問題点」に  
※その際，指導記録を参考にする。  

・問題点を解決するための方法→「改善策」に  

（2）校内研修の進め方   
① 検討した上記のことについて，学年ごとに報  

告・発表する㌧   
②「問題点」や「改善策」について質疑を行う。  

※その際，問題ノキのみを指摘するのではなく，  
改善された事柄についても意見を出し合う。   

③ 仝員が白巾に，「「甘題点」や「改善策」につ  
いてのアイテ1アをト11し合い，それを整理する。  
※その際，白L「1に意見交換ができる雰囲気づく  

りに全員が努める亡 また，■■上1てきた意見をK  
J法ヤプレーンストーミング法等を用いて整  

押する√ノ  

（3）校内研修の成果の生かし方   
子年会等を利用して，1し急に「改善すべきこと」  

「改善できること」について検討し，次回の実践に  

l抽叫ヰかしていくrJ  

（4）校内研修の実施時期   

長期休業期間中等を利用して，計画的に行う。  

おわりに   

校内研修の過程で，新しい発見が生まれ教育方法が  

拓かれることによって，これまで以上に児童生徒の思  

いや期待等に応え，成長を支援する教育活動を創造す  

ることができるでしょう。そのために今後，校内研修  

の充実はもちろんのこと，地域社会により開かれた学  

校評価が重要となります。したがって，その実行シス  

テムを構築し充実させることが必要となります。  

コ ラ ム  《奉仕活動・体馬英活動の評価及びその活用上の留意事項》   
教育課程の編成，並びに′芋習指導の展開に、l与たっては，奉什活動・体験清動を積極的に取り入れるこ  

とによって，その特色を生かして学習への関心・意欲を高めたり，ヴ偏の満足感や成就感を体得させた  

りするなど，教育のねらいを効果的に実現していくことが求められています。奉仕活動・体験活動の評  
価及びその活m上の留意事項は，長尾彰夫氏 りヾ阪教育大テ教授〕によると，次のl叫つに大別できます。   

① 奉tl二活動・体験活動を教育課程上のどこに位置付け，そして評価を行おうとするシチュエーショ  

ンをどのように整理し，分析するのか。   

② 子どもたちの奉仕活動・体験活動への自発的精神や自律性をどのように高めていくか。   
③ 継続性・連続什や発展性をもった奉仕活動・体験活動をどのように展開していくのか。   

④評価の記録をいかに累積し，それをどのように活用していくのか。   
詐filn活動では，どこにおいてなされる評価なのかを明らかにしたLで，奉什活動・休懐活動をナビも  

たちの自発什・H律什と一体化させていくために，評価の観点をまずはその了▲のなかから見つけ什．し，  

清動の受けとめ方や意lりこ付けを一人一人その了▲に即して，その了▲に委ねていくことが必安です。また，  
ナビもの什崖を促し，励みの契機となるような評価をしていくことで活動の継続性・辿続性や発屁性が  

生まれていくことになります′．  
くを考文献／に尾彰夫「奉什ポ沌巨体験活動の評判をどうT夫するか」〔『教職研修』20（）2勺二9月号（教育開発研究所）〕   
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「 平成9～11年度の養・幼  平成14年度に各学校で作成  

された評価規準を設定した  

年間指導計画の例を示して  

います。   

平成11～13年度の総合的  

な学習の時間の活動計画  

例や選択教科の実践事例  
を公開しています。  

成13・14年度に指導主事  

教育センターで研修さ  

た先生方の研究成果を  

小・中・高等学校の学習  

指導案を公開していま  
す，  公開しています。 ＼  

この他にも教育に役立つ情報を公開していますので活用してください。  

また，各学校・国や研究会の研究成果物をぜひご寄贈ください。   
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“堆鋪遠敷梵観戦党警亀兜鋸踊箋   敦音センターひ∃ぽ  

【センターこの1年】  

年度末のまとめヤ来年度の準備に向けてご多用  

のことと存じます。教育センターでは先牛方の教  

育活動の充射二お役に立てるように，さらに努力  

していきたいと考えております。ご意見ご感想ヤ  

記事等のご要望がありましたら，おノ寄せください。  

題 字 「所  報」  

1ム島苗立竹屋小学校艮 根 本 満吉恵  

表紙絵 「不動院金堂」  

は．島市立舌H中学校教頭 吉 迫 活 海  
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